
『平成 24 年度 授業づくりセミナー 』英語活動に参加して 

 大阪府教育委員会 小野扶美彦指導主事を指導者に招へいし、大阪狭山市教育委員会が主催する

平成 24 年度『授業づくりセミナー』が、4 回にわたって実施されました。この研修会に、私たち

『大阪狭山小学校英語活動支援の会』（以後「支援の会」）も参加させていただきました。 

本市の小学校英語活動に『支援の会』がかかわることになって、3 年が過ぎようとしています。

先生方との Team Teaching を通して、共に工夫を凝らして、楽しい活動を実施しています。この

ように各学校の先生方と市民参加の NPO とが、週に 1 度、授業を展開し、共に同じ目的に向かっ

て協力しあえている例は、全国的に見ても特筆すべきものだという評価をいただきました。 

 １０月の『授業づくりセミナー』では、今年度の授業実践をどのように次年度からの英語活動へ

つないでいくかが話題になりました。このことは、それぞれの学校の課題でもありますが、私たち

『支援の会』の課題でもあります。 

 『支援の会』では、支援者が実施した活動例を共有するために、毎月例会を開催し、勉強会を開

いています。今後は、この例会に小学校の先生方にご参加していただくことができれば、さらに中

身の充実した実践研究会に進展していくものと思います。ちなみに例会は、土曜日です。 

 小野扶美彦先生から、「中学生になった子どもたちは、すでに『Hi, friends!』で、いろんな表現

を、音声を通して学んで来ています。この実態の共有化を図り、中学校でも英語を楽しく学び、将

来、英語を考えて使える日本人として一人でも多く育って行ってほしい」と助言されていました。 

 

『ほめる言葉』集 

１１月２０日の『天声人語』に、「故平山郁夫画伯が、体調が悪い中『仏教伝来』を描いて院展に

出品したとき、美術評論家河北倫明氏に平山氏の絵を「おもしろい味がある」とわずか 2 行だけほ

めていただき、それが励みになって以後頑張ることができたのだ」とありました。 

『授業づくりセミナー』でも、小学校の先生の英語活動で実施している「子どもを褒める」ことを、

他の授業でも心がけているというお話がありました。そこで、英語のほめる（励ます）言葉を集め

ました。 

 

正解です。 That’s right! いいアイデアですね。 Good idea! 

よくできました。 Good!  /  Great! /  Good job! /   Well done! 

素晴らしい。いいね。 Wonderful! / Excellent! / Fantastic! / Perfect! 

おめでとう。 Congratulations ありがとう。 Thank you! / Thanks（a lot）. 

彼／彼女に拍手をしましょう Let’s give [him/her] a big hand. 

よくがんばったね。 Nice try! / Good try. 惜しい。 Close! / Almost! 

君ならできるよ。 You can do it. それでいいよ。 That’ s good! 
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『“Hi,friends! “ 関連資料 文部科学省』（埼玉県ウエブサイト） 

 

『第９回全国小学校英語活動実践研究会』の予定 

 文部科学省、京都府教育委員会、京都市教育委員会が後援する『第９回全国小学校英語活動実践

研究会』（平成 25 年 2 月 8 日・9 日実施）の２次案内が発表されています。 

 昨年は、鳴門市で開催され、私たちの会からも４人が出席し、英語活動の現状を知る良い機会と

なりました。本年は、京都市立竹田小学校、同大宅小・中学校、同広沢小学校、大谷大学において、

公開授業、全体会、分科会が開催されます。分科会では、①新教材『Hi, friends!』を生かした指

導の在り方、②評価の在り方、③小中連携による効果的な外国語活動の指導のあり方、全体会では

文部科学省教科調査官 直山木綿子先生の講演があります。参加申し込みが必要で、受付中です。 

 

「小４以下も英語必修 文科省検討 指導法を研究」日本経済新聞（H.24/11/19）より 

 「文部科学省は小学校低学年から英語を必修にする検討を始める。昨年度から小学５・６年生で

必修化したところだが、社会のグローバル化に対応してより早い段階から発音などに慣れ、コミュ

ニケーション能力を高める必要があると判断した。2013 予算の概算要求に調査研究費 2500 万円を

計上した。13 年度に専門家会議を設け、実施学年や効果的な指導法を研究する。専門家会議が 13

年度中にまとめる報告を踏まえ、14 年度にも中央教育審議会に諮問。次の学習指導要領の実施に

合わせ、小４以下でも必修化したい考えだ。」（以下略） 

編集後記 H.24 年もあとわずかになりました。先生方のお陰で、私たち『支援の会』との Team Teaching もス

ムーズに実施できていることを実感しています。大阪市では、H.25 年度に、小１から導入する予定です。英語

活動が、さらに楽しく、充実したものになるように、歌やゲームの紹介などに取り組んでまいります。（石井) 
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